







































































領主，ジャン・ド・フランス（Jean de France，Duc de Berry，1340年～1416年）のために制作し
たものである。ブールジュは，パリの真南，180キロメートルに位置し，フランスのほぼ中央部に
















































































































































































Essay concerning human understanding，1690年）の視座へと継承され，発展させられる論理であり，
さらに，これを基盤として結実させられることが可能となったカント（1724年～1804年）の『純
粋理性批判』（Kritik der reinen V ernunft,，1781年～87年），『実践理性批判』（Kritik der praktischen 

















































私は，ジョン・ロックの視座の基軸を，『自然法論』（Essays on the Law of Nature，1660年～64
年）から，『市民政府二論』（Two Treatises of Government，1690年）を経て，『人間知性論』（An 






の後半，やや唐突なかたちで，「ひとつの政治体の形態」（the shape of a body politic）について語
りはじめ，「ひとつの共同社会というかたちで結合した人びと」（men united in a common wealth）
を主題化する。これが《市民社会》の実質のトルソであり，ロックによれば，私たち人間は，自然





The common wealth seems to me to be a society of men constituted only for procuring,preserving 




政府論（後篇）』のなかで，「統治の目的は，the good of Mankind　にある」（19章）と言い，the 


























つに分類している。第一は，「自然哲学」（ϕυσική, natural Philosophy）であり，直接的には，“The 
Knowledge of Things, as they are in their own proper Beings,their constitutions, Propertie and Op-
erations”を指す。第二に，「倫理学」（Πρακτική, ethics）であり，“the Skill of Right applying our 
own Powers and Actions, for the Attainment of Things good and useful”を内容とする。
そして，第三に挙げられているのが，「記号論」（Σήμειωτική, the Doctrine of Signs）である。
ロックは，《セメイオティケー》の分析する領野として，“to communicate our thoughts to one an-

































































































（a group of militia, ordinary citizens, and Colonist farmers）とのあいだの衝突が生じた。どちらが
先に発砲したかは今日に至るまで不明とのことであるが，この一発の銃砲が，アメリカ国民のあい






















































































































の骨格は，彼が1774年にまとめていた論文 “Summary V iew of the Right of British America” を下敷
きにしていた。この点について，ポール・ジョンソンは，次のように述べている。
Like the work of his predecessors in the march to independence ― James Otis’ Rights of the Brit-





(1766), and Samuel Adams’ A Statement of the right of the Colonies (1772),― Jefferson relied 
heavily on Chapter Five of John Lock’s Second Treatise on Government, which set out the virtues 
































































































































































































ローヌ河の左岸―この図版では，向って右側―の中央に位置するのが，La porte de la 














































































ーの原義は，Gathering together, concourse, esp. deliberative body, legislative council (The Con-
244
cise Oxford Dictionary)。しかし，より現代的なLongman Modern English Dictionaryの1968年の刊
本によると，アッセンブリーとはa gathering of people (of machines etc.) であり，その派生語とし
てアッセンブリー・ラインという用語を随伴している。そして，アッセンブリー・ラインとは，
(in mass‐production factories) an arrangement by which components can be progressively put 
together as they travel through the factory on a conveyer belt or moving platformのことである。
ジャン・ジャックは，その後の放浪・旅行・移動の果てに，1750年，38才の時に，《自己革命》
（réforme personnelle）を決意し，1754年の『人間不平等起源論』（Discours sur l’origine de l’iné-




















































































































さて，社会（Society）とは，’Longman Modern English Dictionary’ によれば，a civil or business 
association organized under law and endowed by it with a moral personalityである。私たちは，これ
まで述べて来たジュネーヴの「市民集会所」の《société》とリヨンの「金融会社」の《société》
との意味の落差を，この‘a civil or business association’という文言のなかの‘or’に連関づけて
理解しなければならないのであろう。そして，そこにこそ，《市民社会》から《資本主義社会》へ
という社会（Society）それ自体の歴史的推転の内容が凝縮されているのであろう。
なお，Concise Oxford Dictionaryでは，社会（Society）とは，第一に，’Social mode of life, the 
customs & organization of a civilized nation’ のことであり，第二に，’Association of persons united 
by a common aim or interest or principle’ を指している。したがって，私たちは，社会（Society）














































































































































































































年以降，数学を担当した。有名なAn essay on the history of civil society（『市民社会史論』）は，1766
年の著作であり，ここで，すでに「所有」と「階級」の連関が論じられ，分業の進展が留目されて
いる。彼は，また，1769年に，Institutes of moral philosophyを著わし，晩年の92年には，Principles 
of moral and political science（二巻本）という著作を発表している。
スミスも，デヴィッド・ヒュームの終生の友人であり，1751年，グラスゴー大学で道徳哲学を
講じるようになり，59年に，The Theory of Moral Sentiments（『道徳情操論』）を発表した。1764年
以降，フランスを中心としてヨーロッパ諸地域を歴訪し，帰国後，An Inquiry into the Nature and 
Causes of the W ealth of Nations（『国富論』，1776年）を公刊した。
私たちは，まず，ロック『人間知性論』末尾の部分で提起されている人間の知識の体系の三分類
を，想起しなければならないであろう。それは，（1）自然哲学（フィジケー，Natural Philosophy），




By reason, however, I do not think is meant here that faculty of the understanding which forms 
trains of thought and deduces proofs, but certain definite principles of action from which spring all 









ックは，《プラクティケー》の性格を，‘the skill of Right applying our own Powers and Actions, for 













































































出典）M.G.Mulhall, A Dictuonary of Statistics, p.267, 1898.
注）　各部門の（　）内の数字は，1861年の労働力人口（単位：100万人）。
P1：自己消費用の生産領域
図表⑱　産業資本家階級の成立　出所：ミシェル・ボー『前掲書』（p.159　表3-9）
